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 標準コスト見積りシステム・αー９シリーズは、ＣＡＣシステムの中核を成す技術体系であり
、開発・設計段階での徹底した「コストの創り込み」から製造現場での「原価保証」に至る収益
確保を第一義にコストデザインを実現することを主眼に開発されたソフトウェアです。

 システム構築の根本思想は、トヨタ・カンバン方式で多くの高収益実証がされているＩＥ（生
産工学）の標準化思想であり国際標準である科学的作業測定技法（ＷＦ法）を適用した標準時間
・工数から成り立っております。

 基準となる技術データベースは、当社、経営コンサルティング事業部スタッフにより手扱い工
数は、各工法・工程または機械毎にワークデザインされた後、ＷＦ法で測定され、マシンタイム
については、MACHINING DATA HANDBOOK及び毎年11月技術情報収集時点で、その業界で知られて
いる最新の設備・機械情報や加工技術情報に一定の余裕率を付加した諸条件値を「標準工数・標
準時間」とし、これを原単位として扱っております。

 本システム・シリーズは、部品メーカーや部品調達で扱う単部品に対し引き合い時点で「簡易
に素早く見積りできれば良い」とする場合や標準原価計算制度下で工法・工程別の標準コスト算
定から目標コスト指図を行い、実績との差額解析による能率向上を支援をする日本国内コスト水
準機能を持ち合わす「Standard版」及び製品（アッセンブリー）メーカーの開発・設計段階や
グローバル調達で、部品製作から組立・配線・梱包工程までのグローバルコスト水準創り込みを
ＣＡＣシステム上で行い「フロントコストデザイン」を実現可能にするグローバルコスト水準機
能持ち合わす「Professional版」 のシステムが用意されております。「Professional版」には
、他国版として、東アジア地区版、ASEAN地区版、北米地区版、中南米地区版、欧州地区版、ロ
シア地区版など64生産地のコストテーブル情報が用意され対応可能になっております。また、こ
れら他国版（生産地別）データとして業種別の「加工費率版」も頒布しております。

 これらシステム活用により、日本市場や世界市場に通用するコスト水準、つまり利益先取り後
の必達すべき「標準原価」の算定及び製作する前の損益計算と収益最大化のための公正な客観的
コスト評価シミュレーションが素早く実現可能となります。



工数・見積書の一括印刷

CAD部品属性の読み込み

部品属性を物づくりに置換

物づくりを工数に置き換える

物づくりをコストに置き換える

加工技術条件テーブル

手 扱 い 時 間 テ ー ブ ル

機械段取り時間テーブル

金 型 コ ス ト テ ー ブ ル

機能・方式表現テーブル

材料マスターテーブル

運 用 管 理 テ ー ブ ル

加 工 費 率 テ ー ブ ル

(システム呼称メニュー)

マシンタイム算定条件を明らかにする

ハンドタイム算定条件を明らかにする

段取タイム算定条件を明らかにする

機 種 展 開 と 概 算 コ ス ト 積 算

製品コンセプトの設計 対象機種仕様と機能を明らかにする

既存機種の機能コストを抽出する

原価割付・配賦基準テーブル 総原価配賦基準マスターを作成する

機種理論原価の創り込み 機種総原価の損益を明らかにする

全機種・損益モニタリング 全機種の損益状況を明らかにする

金型加工時間算定条件を明らかにする

機 能 ・ 方 式 用 語 を 登 録 す る

製作先・原価保証者テーブル 製作先と原価保証者を明らかにする

間接費用の内訳を明らかにする

直接費用の内訳を明らかにする

使 用 素 材 情 報 を 獲 得 す る

生産地の指定
日本地区版

深せん地区

上海地区

ﾌｲﾘﾋﾟﾝ地区

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ地区

ﾏﾚｰｼﾔ地区

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ地区

タイ地区

定期バージョンアップに対応する

基本データのメンテナンスを可能にする

管理仕様のメンテナンスを可能にする

設 計 段 階

量産・調達

調達段階

SQL・ORACLE管理コストデータ
SQL・ORACLE

コストテーブル
Ｄ／Ｂ

SQL・ORACLE管理コストデータ
SQL・ORACLEアプリケーション

αー９シリーズ

αー９シリーズ

（製品ステージ）

部品割付コスト
金型割付コスト

ＰＤＭ／ＥＲＰデータ送達

CAD自動工程設計りシステム

高度・技術コスト見積りシステム

CR・開発シミュレーション

設変対応・編集見積りの実行

加工工程(工順)を明確にする

工程加工条件を明らかにする

金型/冶工具費用を算定する

標準工数明細書を出力する

コスト見積書を出力する

コストの技術性評価を可能にする

機能コスト検索を可能にする

標準工数表を連続出力する

標準コスト見積書を出力する

Ｄ／Ｂ化対応

部品割付コストを確認する

使用材料条件を明らかにする

管理使用条件を明らかにする

(生産地)

標準コストテーブル緒元

コストテーブル・データベース

コスト工学・理論武装マニュアル

加工技術基準マニュアル

ＣＡＤ・技術データファイル

ＶＡ/ＶＥ　データバンク

原価配賦基準データベース

■コスト水準を維持する

■コスト算定背景を明らかにする

■絶対原価（目標原価・必達原価）を明らかにする

■コストを創り込む

試 作 段 階

日本地区版
深せん地区
上海地区

ﾌｲﾘﾋﾟﾝ地区
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ地区
ﾏﾚｰｼﾔ地区

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ地区
タイ 地 区

個別テーブル

売 価 段 階

設 計 段 階

生 産 段 階

売 価 段 階

標準コスト見積りシステム

サポート機能

Ｆ／Ｓ

共通テーブル

■コスト実現性を証明する

見積り部品データを保存する

シリーズ

部品コストファイルの複写

部品コストファイルの削除

コストデータのバックアップ

生産地別経済性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 採算性の優位性を評価する

工法別経済性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 生産性の優位性を評価する

機能コスト検索システム 構想機能を抽出可能にする

部品別価値保証の達成状況

機種別価値保証の達成状況

ﾕﾆｯﾄ別価値保証の達成状況

部品別コストの創り込み状況を精査する

機種別コストの創り込み状況を精査する

ﾕﾆｯﾄ別コストの創り込み状況を精査する

部品別の原価実行状況を確認する

機種別原価実行状況を確認する

ﾕﾆｯﾄ別の原価実行状況を確認する

部品別機会損失内容を明らかにする

部品別機会損失を明らかにする

標準値/実績値 差額解析表

部品別原価保証の実行状況

機種別原価保証の実行状況

実績結果の直接入力管理

ﾕﾆｯﾄ別原価保証の実行状況

■部品原価を算定する
■ユニット・部品原価を算定する

■機種製造原価を算定する

■コスト価値を保証する

■目標原価を実行保証する

■原価情報を維持する

１

２

３

４

５

６

７

原 材 料 計 画シ ス テ ム
内製品見積りシステム
外製品見積りシステム
購買品見積りシステム

金 型 見 積りシ ス テ ム
冶 具 見 積りシ ス テ ム

コストプランニングシステム

コストエンジニ
リングシステム

コストコントロー
      ルシステム

コストマネジメン
      トシステム

部品ファイル管理
        システム

◇ＣＡＣシステムの機能体系表

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11

生産準備・標準原価基準設定

生産(調達)仕様書の出力

部品コスト統合明細表出力

製造原価統合明細表の出力

選  択  指  定

精密プレス品見積りシステム

プレス板金見積りシステム

板金・製缶見積りシステム

精密切削品見積りシステム

機械加工品見積りシステム

鍛 造 品 見 積 も り シ ス テ ム

焼結成形品見積りシステム

金型鋳造品見積りシステム

砂型鋳造品見積りシステム

樹脂成形品見積りシステム

ゴム成形品見積りシステム

【システム構成】

基本機能 1)

基本機能 2)

基本機能 3)

基本機能 4)

基本機能 5)

機構部品見積りシステム

組立・電装品見積りシステム

梱 包 見 積 り シ ス テ ム
　　　　　　　　　　　　　
型・冶工具見積りシステム

設備投資・見積りシステム

開発費用・見積りシステム

工場間接費・見積りシステム

梱包材料費見積システム
ユニッ梱包見積システム
完成品梱包見積システム

ユニット見積りシステム
本体組立見積りシステム
Ｐ基 板見積りシステム
ユニット配線見積システム

本体配線見積りシステム

【実 行 機 能】(システム呼称メニュー)
　本ソフトウエアは、事業企画部門で合理的な製品コンセプト設計から機能設計さらには総原価

／機能コスト割付機能を保有する機能原価設計システム、構成部品や組み立てコストと金型コス

トを製品開発ステージ別、生産国別に技術性、経済性シミュレーションを経て最適コストを査定

する標準原価設計システム、製品を製作する前に機種別、ユニット別、部品別に損益を徹底精査

するコストコントロールシステム、製品製作プロセス時点で常に損益を強く意識し、異状な管理

状態が発生すればリアルタイムで実行評価し、機会損失を未然に防止するコストマネジメントシ

ステムから構成されております。

枠内機能は、標準版へのアドインでプロフェッショナル版となります。枠内機能は標準版

◇標準版（クライアント対応） ◇プロフェッショナル版
　 （ネットワーク対応）

Ｄ／Ｂ
加 工 技 術 条 件 テ ー ブ ル
手 扱 い 時 間 テ ー ブ ル
段 取 り 時 間 テ ー ブ ル
金 型 加 工 時 間 テ ー ブ ル
材 料 単 価 テ ー ブ ル
管 理 条 件 テ ー ブ ル
加 工 費 率 テ ー ブ ル

基
本
テ
ー
ブ
ル

部品データ
共通データ

Ｄ／Ｂ
加 工 技 術 条 件 テ ー ブ ル
手 扱 い 時 間 テ ー ブ ル
段 取 り 時 間 テ ー ブ ル
金 型 加 工 時 間 テ ー ブ ル
材 料 単 価 テ ー ブ ル
管 理 条 件 テ ー ブ ル
加 工 費 率 テ ー ブ ル

基
本
テ
ー
ブ
ル

部品データ
共通データ

Ｄ／Ｂ
加 工 技 術 条 件 テ ー ブ ル
手 扱 い 時 間 テ ー ブ ル
段 取 り 時 間 テ ー ブ ル
金 型 加 工 時 間 テ ー ブ ル
材 料 単 価 テ ー ブ ル
管 理 条 件 テ ー ブ ル
加 工 費 率 テ ー ブ ル

基
本
テ
ー
ブ
ル

部品データ
共通データ

Ｄ／Ｂ
加 工 技 術 条 件 テ ー ブ ル
手 扱 い 時 間 テ ー ブ ル
段 取 り 時 間 テ ー ブ ル
金 型 加 工 時 間 テ ー ブ ル
材 料 単 価 テ ー ブ ル
管 理 条 件 テ ー ブ ル
加 工 費 率 テ ー ブ ル

基
本
テ
ー
ブ
ル

部品データ
共通データ

◆部品データは複製機能で共有化可能◆実行システム・基本テーブルは個別 PC 搭載

ＣＡＣ ＣＡＣ ＣＡＣ ＣＡＣ

・コンピュータ本体：Pentium搭載機種
（(推奨 Pentium400Ｍｈ以上）

・基本ソフト( O S)  ：W indows2000 2003 XP/ Vista

・ＲＡＭメモリー：1Ｇ以上 （推奨1.5Ｇ 以上）
・ハードディスク：１ＧＢ以上の空き容量が必要
・ＣＤ－ＲＯＭ　：上記ＯＳ対応のCD －ROM ドライブ
・基本モニター：推奨１０２４×７６８以上

【PC推奨仕様例】
・コンピュータ本体： 以上を搭載のパソコン

( Pentium® デュアルコアプロセッサー）

・Ｏ Ｓ ：M icrosoft Windows Server 2003 
・ＲＡＭメモリー：8GB (目安)
・ハードディスク：5000部品/1G  容量程度（目安）
・光ディスク：DVD-RAM ８倍速
・基本モニター：８００×６００ドット以上

【サーバー推奨仕様例】

例
Pentium

ＣＡＣ

（５ライセンス以上）
LAN

共有サーバー共有サーバー

ＦＳ・サーバー

クライアント
Windows

ＣＡＣ
ＣＡＣ

ＣＡＣ ＣＡＣ

Ｄ／Ｂ

加 工 技 術 条 件 テ ー ブ ル
手 扱 い 時 間 テ ー ブ ル
段 取 り 時 間 テ ー ブ ル
金 型 加 工 時 間 テ ー ブ ル
材 料 単 価 テ ー ブ ル
管 理 条 件 テ ー ブ ル
加 工 費 率 テ ー ブ ル

基
本
テ
ー
ブ
ル

部品データ
共通データ

◆基本テーブル
◆部品データ共有

ＣＡＣ

上表で示すオレンジ色枠内の機能をシステムとデータで保有しＰ
Ｃ単独で使用。他のＰＣで生成された部品データの統合化は可能
。

上表で示すオレンジ色枠内機能にブルー色枠内の機能がオプショ
ンとしてアドインされ、ネットワーク上で運用可能。
コストテーブルや部品データはファイルサーバーで統一管理、実行
システムは各クライアントに搭載される。

ライセンス１ ライセンス２ ライセンス３ ライセンス４

価格 \1.660.000

システム価格 \1.600.000

価格 \300.000

価格 \250.000

プロフェッショナル版（ネッオワーク対応：オープン価格）

標準版 ( クライアント対応 : 標準版価格は表中記載 )

（１システム当たり）

（Professional 版）



部品コストファイルの複写

部品コストファイルの削除

コストデータのバックアップ

生産地別経済性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 採算性の優位性を評価する

工法別経済性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 生産性の優位性を評価する

機能コスト検索システム 構想機能を抽出可能にする

部品別価値保証の達成状況

機種別価値保証の達成状況

ﾕﾆｯﾄ別価値保証の達成状況

部品別コストの創り込み状況を精査する

機種別コストの創り込み状況を精査する

ﾕﾆｯﾄ別コストの創り込み状況を精査する

部品別の原価実行状況を確認する

機種別原価実行状況を確認する

ﾕﾆｯﾄ別の原価実行状況を確認する

部品別機会損失内容を明らかにする

部品別機会損失を明らかにする

標準値/実績値 差額解析表

部品別原価保証の実行状況

機種別原価保証の実行状況

実績結果の直接入力管理

ﾕﾆｯﾄ別原価保証の実行状況

■部品原価を算定する

■ユニット・部品原価を算定する

■機種製造原価を算定する

■コスト価値を保証する

■目標原価を実行保証する

■原価情報を維持する

１

２

３

４

５

６

７

原材料計画システム

内製品見積りシステム

外製品見積りシステム

購買品見積りシステム

金 型 見 積りシステム

冶 具 見 積りシステム

コストプランニングシステム

コストエンジニア
  リングシステム

コストコントロー
      ルシステム

コストマネジメン
      トシステム

部品ファイル管理
        システム

ＣＡＣシステムの機能体系表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

生産準備・標準原価基準設定

生産(調達)仕様書の出力

部品コスト統合明細表出力

製造原価統合明細表の出力

枠内機能は標準版

選  択  指  定

精密板金品見積りシステム

精密プレス見積りシステム

板金・製缶見積りシステム

精密切削品見積りシステム

機械加工品見積りシステム

鍛造品見積もりシステム

焼結成形品見積りシステム

金型鋳造品見積りシステム

砂型鋳造品見積りシステム

樹脂成形品見積りシステム

ゴム加工品見積りシステム

【システム構成】

機構部品見積りシステム

組立・電装品見積りシステム

梱 包 見 積 り シ ス テ ム

　　　　　　　　　　　　　

型・冶工具見積りシステム

設備投資・見積りシステム

開発費用・見積りシステム

工場間接費・見積りシステム

梱包材料費見積りシステム

ユニット梱包見積りシステム

完成品梱包見積りシステム

ユニット組立見積りシステム

本体組立見積りシステム

Ｐ基板見積りシステム

ユニット配線見積りシステム

本体配線見積りシステム

■管理会計統合支援ツール（Professional 版）

工数・見積書の一括印刷

CAD部品属性の読み込み

部品属性を物づくりに置換

物づくりを工数に置き換える

物づくりをコストに置き換える

【実 行 機 能】

加工技術条件テーブル

手扱い時間テーブル

機械段取り時間テーブル

金型コストテーブル

機能・方式表現テーブル

材料マスターテーブル

運 用 管 理 テ ー ブ ル

加 工 費 率 テ ー ブ ル

(システム呼称メニュー)

(システム呼称メニュー)

マシンタイム算定条件を明らかにする

ハンドタイム算定条件を明らかにする

段取タイム算定条件を明らかにする

機種展開と概算コスト積算

製品コンセプトの設計 対象機種仕様と機能を明らかにする

既存機種の機能コストを抽出する

原価割付・配賦基準テーブル 総原価配賦基準マスターを作成する

機種理論原価の創り込み 機種総原価の損益を明らかにする

全機種・損益モニタリング 全機種の損益状況を明らかにする

金型加工時間算定条件を明らかにする

機能・方式用語を登録する

製作先・原価保証者テーブル 製作先と原価保証者を明らかにする

間接費用の内訳を明らかにする

直接費用の内訳を明らかにする

使用素材情報を獲得する

生産地の指定

日本地区版

深せん地区

上海地区

ﾌｲﾘﾋﾟﾝ地区

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ地区

ﾏﾚｰｼﾔ地区

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ地区

タイ地区

定期バージョンアップに対応する

基本データのメンテナンスを可能にする

管理仕様のメンテナンスを可能にする

設計段階

量産・調達

量産・調達

SQL・ORACLE管理コストデータ
SQL・ORACLE

コストテーブル
Ｄ／Ｂ

αー９シリーズ

（製品ステージ）

部品割付コスト

金型割付コスト

OBL・ＰＤＭ／ＥＲＰデータ送達

CAD自動工程見積りシステム

高度・技術コスト見積りシステム

CR・工法開発シミュレーション

設変対応・編集見積りの実行

加工工程(工順)を明確にする

工程加工条件を明らかにする

金型/冶工具費用を算定する

標準工数明細書を出力する

コスト見積書を出力する

コストの技術性評価を可能にする

機能コスト検索を可能にする

標準工数表を連続出力する

標準コスト見積書を出力する

Ｄ／Ｂ化対応

部品割付コストを確認する

使用材料条件を明らかにする

管理使用条件を明らかにする

(生産地)

標準コストテーブル緒元

コストテーブル・データベース

コスト工学・理論武装マニュアル

加工技術基準マニュアル

ＣＡＤ・技術データファイル

ＶＡ/ＶＥ　データバンク

原価配賦基準データベース

■コスト水準を維持する

■コスト算定背景を明らかにする

■機種総原価（絶対企画原価）を明らかにする

■コストを創り込む

試作段階

日本地区版

深せん地区

上海地区

ﾌｲﾘﾋﾟﾝ地区

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ地区

ﾏﾚｰｼﾔ地区

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ地区

タイ 地 区

個別テーブル

売価段階

設計段階

試作段階

売価段階

標準コスト見積りシステム

サポート機能

枠内機能はオプション指定でプロフェッショナル版となります。

共通テーブル

■コスト実現性を証明する

見積り部品データを保存する

シリーズ

1,600 千円

1,660 千円
１ｼｽﾃﾑ･１ﾗｲｾﾝｽ

１ｼｽﾃﾑ･１ﾗｲｾﾝｽ

600 千円 /1 生産地

250 千円



工　　程　　　　設　備・機　械 工　　程　　　　設　備・機　械 工　　程　　　　設　備・機　械
高 速 丸 鋸 盤
中型ﾋﾞﾚｯﾄｼｬｰ
大型ﾋﾞﾚｯﾄｼｬｰ
アイアンワーカー
プ    レ    ス

DT-0.5トン
DT-1.0トン
DT-2.0トン
DT-3.0トン
DT-4.0トン
DT-5.0トン
DT-6.0トン

冷鍛ﾌﾟﾚｽ160ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ200ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ300ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ400ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ600ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ1000ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ1600ﾄﾝ
冷鍛ﾌﾟﾚｽ2800ﾄﾝ

熱鍛ﾌﾟﾚｽ160ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ200ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ300ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ400ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ600ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ1000ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ1600ﾄﾝ
熱鍛ﾌﾟﾚｽ2800ﾄﾝ

重油加熱炉
電気加熱炉
ガス加熱炉
焼準熱処理炉
焼鈍熱処理炉
調質熱処理炉

15:マシニング
　　センター

16:汎用フライス

17:穴加工

18:平面研削

19:円筒研削

20:ｸﾞﾗﾝﾃﾞﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

MC-V-1000
MC-V-2000
MC-H-300
MC-H-400
MC-H-500
MC-H- 630
MC-H- 800
MC-H-1000
MC-H-1200
ＮＣ ﾌﾗｲｽ 1000
プラノミラ1200
プラノミラ1500
立フライス2型 
立フライス4型 
横フライス2型 
横フライス4型
シェーパー　　
5面加工機1200
5面加工機1500
　予　　備　
卓上 ボール 盤
多軸 ボール 盤
直立ボール盤
中　ぐ　り　盤
ドリリングｾﾝﾀｰ
タッピングﾏｼﾝ
ラジアル盤1100
ラジアル盤1600
F G -NC- 500mm
F G -NC- 850mm
F G -NC-1000mm
F G -NC-1600mm
F G -NC-2000mm
RS-NC-1000mm
RS-NC-1200mm
RS-NC-1600mm
O G- CNC-120mm
O G- CNC-180mm
O G- CNC-250mm
O G- CNC-300mm
O G- CNC-400mm
O G- CNC-500mm
O G- CNC-700mm

GC-400
GC-500
GC-860
GC-1200
GC-1800

手動ｱｰｸ 溶接機
半自動ｱｰｸ 溶接
ﾛﾎﾞｯﾄアｰク溶接

超音波洗浄機
純粋洗浄接
蒸気洗浄機

ＣＮＣ３次元
シャフト測定接
直角度測定器
輪郭形状測定機

AQ325L
A350
A500
AP200W
DWC90-PA

自動バリ取り機
電解バリ取り機
振動バリ取り機
外径バリ取り機
内径バリ取り機

ＮＣホブ盤(小)
ＮＣホブ盤(中)
ＮＣホブ盤(大)
歯車ｼｪｰﾋﾞﾝｸﾞ盤
歯 車 研 削 盤
創 成 歯 

HON - V -φ 25
HON - V -φ 40
HON - V -φ 60
HON - V -φ 80
HON - V -φ100
HON - V -φ120
HON - V -φ140

I G - NC-φ120
I G - NC-φ250
I G - NC-φ300
I G - NC-φ400
I G - NC-φ600
I G - NC-φ700
G I - NC-φ500
G I - NC-φ600
G I - NC-φ800
G I - NC-φ1000

21:内面研削

22:ホーニング

23:歯切り加工

30:メ　 ッ 　キ
31:熱   処   理
32:化 成  処 理
33:塗       装
34:付 加  工 程
35:付 加  費 用
36:購入 費 用

25:ワイヤ放電

24:溶接機

26:転造加工

27:バリとり

28:洗　　浄

29:計　　測

14:汎用旋盤

13:CNC旋盤

12:複合旋盤

11:ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ

6:ｱﾌﾟｾｯﾄ鍛造

7:ヘッター鍛造

8:ホーマー鍛造

10:熱処理炉

9:加熱処理炉

5:熱間ﾌﾟﾚｽ鍛造

4:冷間ﾌﾟﾚｽ鍛造

3:リング鍛造

2:自由鍛造ﾊﾝﾏｰ

1:切断加工

NCL -φ100
NCL -φ150
NCL -φ200
NCL -φ250
NCL -φ300
NCL -φ400

L - T C -φ150
L - T C -φ200
L - T C -φ250
L - T C -φ300
L - T C -φ400

熱冷鍛造品見積りシステムに搭載されているワークセンター仕様



工順設定

明細書・見積書への出力

システムトップ

入力

出力

工程の
詳細入力

工順の選択

［詳細入力例］ マシニング［詳細入力例］ プレス鍛造

標準工数明細書 標準コスト見積書

［詳細入力例］ バリ取り

実行例




